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外
沢
は
、
金
山
町
で
は
一
番
北
に
あ
る
地

区
で
す
。
か
つ
て
は
、
二
十
五
世
帯
、
人
口

九
十
人
余
り
で
し
た
が
、
平
成
八
年
頃
に
新

主
寝
坂
道
路
の
着
工
が
決
ま
り
、
平
成
十
年

に
は
主
寝
坂
集
落
の
住
民
七
世
帯
四
十
人
余

り
が
町
内
な
ど
に
移
転
し
、
現
在
は
十
五
世

帯
、
五
十
人
余
り
の
地
区
に
な
り
ま
し
た
。

　
元
々
は
及
位
村
（
現
真
室
川
町
）
に
属
し

て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
主
寝
坂
小
唄

と
い
う
唄
が
あ
り
、
小
さ
い
頃
、
地
区
の
飲

み
会
が
あ
る
と
ば
あ
さ
ん
達
が
唄
っ
て
い
る

の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
達
の
知

ら
な
い
た
く
さ
ん
の
歴
史
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　
地
区
の

大
き
な
行

事
、
九
月

十
二
日
の

山
の
神
秋
祭
で
は
、
若
連
が
主
役
で
昭
和
六

十
年
頃
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
準
備
に
忙
し
く
、
肌

寒
い
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
立
て
て
舞

台
を
作
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
大
人
は
酒

が
飲
み
放
題
、
ナ
メ
コ
汁
は
無
料
で
、
ヤ
キ

ト
リ
、
ワ
タ
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
す
の
が
恒
例
に
な
り
、
村
の
人
達
が
集

ま
っ
て
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
平
成
九
年
に
は
、
ミ
ニ
山
車
を
作
り
、
子

ど
も
達
を
先
頭
に
地
区
内
を
引
き
、
夜
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
主
寝
坂

の
人
達
が
移
転
し
て
か
ら
は
若
者
が
少
な
く

な
り
、
ミ
ニ
山
車
も
十
二
年
が
最
後
と
な
り

ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
の
中
で
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

も
十
四
年
が
最
後
と
な
り
、
今
は
飲
み
祭
だ

け
と
な
り
ま
し
た
が
、
祭
の
日
の
朝
は
五
時

三
十
分
か
ら
、
地
区
の
全
戸
か
ら
一
人
ず
つ

出
て
山
の
神
の
草
刈
清
掃
作
業
を
行
い
、
お

参
り
す
る
行
事
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
三
年
に
公
民
館
を
新
築
し
広
場
も

で
き
て
か
ら
、
毎
年
六
月
に
地
区
上
げ
て
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。
元
主

寝
坂
の
人
達
に
も
毎
年
声
を
か
け
、
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
終
了
後
、
タ

ケ
ノ
コ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
を
入
れ
た
ミ
ズ
汁
、

ヤ
キ
ソ
バ
等
を
食
べ
な
が
ら
の
懇
親
会
で
最

高
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
た
だ
、

子
ど
も
達

が
少
な
く

な
っ
た
こ

と
は
淋
し
い
こ
と
で
す
。
小
学
生
が
ゼ
ロ
、

中
学
生
一
人
、高
校
生
四
人
と
な
り
ま
し
た
。

広
場
で
、
大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん
で
い
た
か
つ
て
の
光

景
が
、
今
は
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
国
道
十
三
号
の
外
沢
入
口
の
バ
ス
停
付
近

は
、
毎
日
の
よ
う
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
後

を
絶
た
な
い
た
め
、
地
区
の
人
達
が
交
代
制

で
毎
週
日
曜
日
に
清
掃
し
、
道
路
際
に
花
を

植
え
た
と
こ
ろ
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
い
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

建
設
省
（
当
時
）
か
ら
三
回
に
わ
た
り
道
路

美
化
清
掃
の
感
謝
状
（
平
成
二
年
＝
建
設
省

東
北
地
方
建
設
局
長
、
平
成
五
年
＝
同
東
北

地
方
建
設
局
長
、平
成
十
二
年
＝
建
設
大
臣
）

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

地
区
の
人
達
が
団
結
し
て
努
力
し
た
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
老
人
一
人
暮
ら
し
が
二
世

帯
あ
り
ま
す
が
、
全
戸
が
地
区
活
動
に
協
力

し
あ
い
、
明
る
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と

が
地
区
の
一
番
の
自
慢
で
す
。

　
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
み
ん
な
で
地
区
・
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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外
沢
地
区
の
年
間
行
事

四
月
　
　
公
民
館
雪
囲
い
解
き

六
月
　
　
花
植
え
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

七
月
　
　
河
川
堤
防
草
刈

八
月
　
　
町
道
、
林
道
草
刈
り

九
月
　
　
山
の
神
例
祭

十
一
月
　
公
民
館
雪
囲
い

一
月
　
　
お
歳
灯
、
新
年
会

三
月
　
　
地
区
総
会

文
＝
栗
田
　
武
雄
（
外
沢
）

10年前までは、大勢の子どもたちとミニ山車が、９月の山の神祭を大いに盛り上げていました。

明るく住み良い地区づくりの源は、みんな
の団活力。ゴミステーションも自前で建て
ました。


